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感をよぶ。 なぜならば， 戦前の預金部資金運用計画は戦後 I財政投融資計
画」という名前にかわったが，郵便貯金をはじめ，社会保険基金など大衆の零
1) 中津海知方『預金部路史j(東洋経済新報，昭3)1-2へ 九
大蔵省預金部改革前佳 (49) 49 
細な資金は，同じように，大蔵省の独断で政策金融に使われ，この詳細なデー




















































2) 島恭葺 宮本憲一「財政投融資の機構J (鈴木武雄他編『金融財政講座』第3巻，有斐閣，
昭36)0



















































歳山歳入ニ関スノレ特別会計 三附ヒシ名称ナリ十解スルノタ1 ナカノレへ~ J5) 
このように形式上は存在しないものが，実体は日本資本主義を動かす巨大な
金融機関であったυ そしてこの運用権限は大蔵大臣rあ 4 た。先の11用幸太郎
はつづけて次のようにいっている。 I言少シク奇矯ノ論断ナノレカ如、/ト雄モ実
4)大蔵省編『明治財政史』第10巻(明治財政史尭行所，大正14)131へージ。
白 山田幸太郎『メミ蔵省預恥部諭~ (巌松堂，大JE14)3-4へ 三人














あった。 しかし， これは当初からの性格でなし このような性格を保有する











6) 向上書， 4-5へ γ， 
7) 小川郷士郎『預金部諭j (改造社，昭10)14ベ ン。




特他別各会種計預金その 積立金等 ムロ 2十
年度末¥¥¥ 金額1% 金額 % 金額1%
1 8 8 5 (明治18) 10 59.0 6 38.0 ※ 3.0 17 100.0 
1 905 (明治38) 55 63.0 20 23.0 12 14.0 88 100.0 
1 9 2 5 (大正14) 1，185 70.4 299 17.8 199 11.8 1，684 100.0 
1 9 3 0 (昭 5) 2，481 77.0 312 9.7 428 13.3 3，221 100.0 





1901 (明 34) 4，967 128 5，095 
1911 (明 44) 6，952 189 7，141 
1921 (大 10) 7，989 218 8，207 
1926 (昭 1) 8，643 273 8，916 




(明 8) 1，843 1千5円 8.3 
(明 18) 293，297 9，050 30.9 
(明 28) 1，179，555 27，748 23.5 
(明 38) 5，685，551 52，836 9.3 
〔明 40) 7，837，695 91，532 11.7 
(明 44) 11，687，047 183，514 15.7 
(大 5) 14，908，362 298，566 20.0 
〔大 8) 22，020，424 698，163 31.7 
(大 13) 29，748，035 1，099，719 37.0 
(昭 2) 33，902，941 1，525，294 45.0 





























貯蓄銀行預金 ムロ ~t 
額l2:金額 I % 金 額l2: 金 額| % 
1897(明30) 26，335 9.9 207，741 77.8 33，044 12.4 267，120 100，0 
1902(，35) 28，804 4.4 536，702 82.5 84，965 13.1 650，471 100.0 
1907 (汐40) 91，531 7.3 944，295 75.3 218，743 17.4 1，254，569 100.0 
1912(大元〉 197，293 10.4 1，357，271 71.9 333，928 17.7 1，888，492 100.0 
1917(汐6) 416，947 9.1 3，233，913 70.6 932，948 20.4 4，583，808 100.0 
1923( /;12) 1，102，129 11.5 7，805，265 81.3 693，56日 7.2 9，600，954 100.(1 
1924(1/ 13) 1，100，410 11.0 8，093，167 81.0 793，512 7.9 9，987，089 100.0 
1925(1，14) 1，136，593 10.6 8，726，775 81.0 904，6日5 8.4 10，767，973 100.0 














8) 同上書， 159ベー ジ。
56 (56) 第113巻第l号
第5表職業別郵便貯金高 (単位1凹万円〉
¥¥¥年度末 189包 1905 1911 1914 1923 (明治28) 〔明治38) (明治44) 〔大正 3) 〔大正12)
職業別 ¥¥ 金額~ 金額 1% 金額 1% 1 
1 農 業 81 28 141 25 531 28 551 27 359 35 
2 商 業 71 23 91 17 331 17 301 15 163 15 
3 工 業 3 9 4 7 14 7 11 6 60 日
4 ~昔 業 2 9 5 8 14 7 16 8 61 6 
5 F職工及一般使役 1 5 4 7 13 7 15 7 69 61 
6 官 吏 軍 人 3 9 61 11 211 10 241 12 100 9 
7 学 校・生 徒 ※ 1 5 8 16 8 15 8 76 7 
8 漁猟業及船夫 ※ 1 1 2 3 2 4 2 26 2 
9 無 職 業 ※ 1 2 4 自 4 9 5 54 5 
10 社寺其他団体 1 4 1 2 9 5 13 6 36 3 
11 未 詳 31 10 61 10 10 5 11 5 99 9 


















千円 円 % 円 ラ6 年
日 本 38，090，4962，349，315 61.68 41.5 2，000 4.2 1875 
イギリス 9，834，716 2，842，127 288.99 20.9 制し師担な 25 1961 
アメリカ 570，333 497，512 872.32 0.5 215D8 O 2.0 1910 
ナiミ640.70 0.8 5，ODs D F 133.93 23.0 5，日O3.751 1882 
8，561，011 
L 
イタり 1，385，351 161.82 20.4 20，000 3.0 1876 
トー



















58 (58) 第 113巻第1号
第 7表預金部資金運用の変化
¥種¥別¥年¥度¥¥末
1912 (明治45) 1924 (大lE13)
金額 1% 金額 1% 
国 債 114 36.2 309 18.7 
貸般ー特付別会計金 6~ 19.7 163 9.9 
地方 資金 69 22.0 449 27.1 
特別 貸 付 16 5.0 343 20.7 
外 国 国債 12 0.7 
在外資金 223 13.5 
現金〔当座預金〉 13 4.1 116 7.0 
そ の 他 41 13.0 40 2.4 
年度末現在高 〈単位100万円)
金額 1% 金額 1%
54< 23.2 1，566 39.6 
313 133 104 2.6 
914 39.0 1，790 45.2 
283 12.1 292 7.4 
90 3.8 18 0.5 
138 5.9 144 3.6 


























































































大蔵省預金部改革前後 (61) 61 























































































































































































































ることになってはいるだろうが，実際はしていないのが真実だ。J (中津海知方，前掲書， 31 
2へ-，;:/.)



















































































16) 向上書， 61-:ー ジ.
















































































































20) r犬日本帝国議会誌』第15巻 513ベ ジ.




















































































































26) 小川郷太郎，前掲書.219ベ 9. 


























27) 同上書， 139へ-';-0 





























30) 金融研究会『郵便貯金の運用， (昭4)24-5ペ 凡
大蔵省預金部改革前撞 (79) 79 
すなわち，日銀は，諮問機関たる預金部運用委に総裁をおくうているにとど
まり，資金運用計画は大蔵省事務当局の作成した原案をうのみにせざるをえず，
ζのため預金部が一国の金融市場の動向を誤まらせるような資金運用をおこな
っていてもチェックができないとしている。
この資料によれば，大蔵省が「第二中央銀行」とLて預金部を使用しはじめ
た第1のあらわれが，短期資金運用であるという。これは昭和13年で22億円の
巨額に上った。昭和11年末短資市場の引締りを緩和するために，大蔵省は預金
部資金を興銀を通じてコーノレに出したが， 乙れは日銀が公定歩合操作をしぶっ
たためで， ιれ以後，預金部の「中央銀行的金融操作」が毎年の例として確立
した。以後預金部は余裕金運用にとどまらず， 歩すすんで，保有国債を日銀
に売却してこれを短期運用するにし、たった。 r此の段階に立も入るや日本銀行
は全く短資市場の外に遊離し，単なる発券出納機関に堕するの観を免れない」
こととなったU
さらに，昭和15年10月国家総動員法に基く銀行等資金運用令に依れば，大蔵
大臣が必要あれば一般金融機関の資金のー部を預金部に預入することが可能に
なり，またさらに預金部主中心として全政府資金の運用統ーをおこニなう方向が
確立した。 rかくて我国においてはあたかも中央銀行が二箇存在するかの如き
外観を呈したるまふ今日に及んでいるのである。J"
この資料はこの事態を前にして一体日本銀行とは何ぞやという根本論にかえっ
て次のようにのべている。
「 ー本来政府が直接金融業務に従事すべからざるの故を以て特に日本銀行
を設立せるものとすれば資金の短期運用の如き本来日本銀行の創立目的に属
する事項を預金部がその活動対象とするが如きは，全く越権行為と断ぜざるを
えず，更に一歩進んで考察すれば，単に短期運用のみならず長期運用と難も，
民間蓄積資金と合して之を綜合的に日本銀行の金融統制に服せしむる事が理想
31) 日程調査局『特殊金融機関論， (昭21)21-2へ←シa
80 (80) 第113巻第l号
的なる事は言を侯たない。」釦
このような立場から，この資料は全国郵便局を日銀営業代理宿として，預金
部の管理運用権限を大蔵大臣より日銀に移管L，預金部資金運用計画の樹立そ
のものを日銀の責任におし、ておこなうというのである。
この資料は国家独占資本主義下の財政による金融の包含， ことばをかえれば，
中央銀行の大蔵省への従属にたいする中央銀行の危機感をよくあらわしている。
まさにζ 白ようにして，預金部は大正14年の改草以後，以前のような不良資本
救済のような非近代的な金融機関ではなく，金融市場の新しい管理者として登
、場したのである。
32) 向上書， 23ベータ.
